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はじめに

はじめに

私たちの「いのち」と「くらし」を支える基盤である農林水産業・農山漁村の持続的な発展を図るた

め、本県では、農林水産行政推進の基本となる、計画的かつ総合的な指針として「ひょうご農林水産ビ

ジョン」を策定し、このなかで、おおむね 年後のめざすべき農林水産業・農山漁村の姿と、その実現

に向けた施策の目標を掲げ、これに基づいて施策を進めています。

目標達成に向けて各施策を効果的に進めていくためには、 （計画）、 （実行）、 （点検・

評価）、 （改善）のいわゆる サイクルを活用し、施策の点検・評価や改善を継続的に実施して

いくことが重要であり、この「ひょうごみどり白書」は、毎年度、実施している施策が、目標に向けて

どのように進んでいるのかを自ら点検・評価し、今後重点化を図らなければならない課題を明確にする

とともに、この結果を県民の皆さんにわかりやすく情報提供することを目的として作成しています。

白書作成の趣旨

白書の内容構成

アクションプラン
に基づく施策の展開

（実行： ）

県民の主体的な取組を支援
・地域の話し合いが基本
・実効性の高い事業推進に向け、
市町、県民局、本庁の各段階
で計画的な誘導、調整を実施農林水産ビジョン

策定・見直し
（企画： ）

農林水産政策審議会で調査審議
・幅広い分野の委員で構成
・委員の公募枠を設定
パブリックコメントの実施

情報公開と説明
議論・合意形成

（外部評価： ）

様々な機会を通じた情報提供

・研修会、大会等で説明
・ホームページによる情報発信

新たな施策の企画・立案
アクションプランの見直し

（改善： ）

県民意見の収集と施策への反映
・政策提案会の実施
・アンケート調査の実施
情勢変化への的確な対応

農林水産ビジョン

の 推 進

ひょうごみどり白書
作成・公表

（内部評価： ）

取り組んだ施策の評価・検証
・県として、毎年、取り組んだ
施策の評価を実施

・わかりやすく情報提供

第第 章章 ひひょょううごごのの農農林林水水産産施施策策のの取取組組

「ひょうご農林水産ビジョン 」に掲げる総括的指標の直近状況と令和６年度における農林水

産施策の取組状況や成果指標に関する進捗状況等をまとめています。

第第 章章 トトピピッッククスス －－｢｢農農｣｣ををめめぐぐるる最最近近のの情情勢勢－－

ひょうご農林水産ビジョン のめざす姿（御食国ひょうご 令和の挑戦～都市近郊の立地を活

かした農林水産業の基幹産業化と五国の持続的発展～）と は、農林水産業・農山漁村を含

め「持続可能な地域づくり」をめざす観点で合致しており、それぞれは 年を目標年に定め

ている点でも共通しています。

そこで、最近の「農」をめぐる話題の事例の中から、ビジョンのめざす姿の実現と の達成

に向けた取組をトピックスとして紹介します。
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はじめに

「ひょうご農林水産ビジョン 」の概要

新型コロナウイルスの影響を乗り越え、販売チャネルの多様化を図り経営基盤を強化した経営体が増

加しています。また、 ターン、二地域居住に対する関心の高まりに各地域が積極的に対応すること

により地域が活性化しています。

さらに、 の理解が深まり、都市近郊の立地を活かして実需者や消費者と直接結びついた持続可能

な力強い農林水産業が展開されています。近年多発する自然災害への対応として防災・減災対策が進み、

農福連携や農泊など「農」と多様な分野との連携による新たな取組が県内に広がり、県民が安心して暮

らせる活力ある地域が創出されています。加えて、ひょうごの「農」がもたらす恵みが県民はもとより

国内外でも享受され、ひょうごの｢農｣にかかわるすべての人々の健康で豊かな暮らしに結びついていま

す。

めざす姿

基本方向

御食
みけつ

国
くに

ひょうご 令和の挑戦

～都市近郊の立地を活かした農林水産業の基幹産業化と五国の持続的発展～

■基本方向１ 基幹産業として持続的に発展する農林水産業の展開

スマート化による効率化、産品毎のブランド力の強化、多様な人材が農業を支え合う地域協働体

制の構築、販売チャネルの多様化、海外市場の開拓等により、基幹産業として持続的に発展する農

林水産業の展開をめざす。

【農業】

都市近郊の立地を活かし、施設野菜など野菜の生産拡大や、農業の法人化と経営力の強化、企

業参入の促進による次代を担う担い手の育成、農地の集積・集約化等を進め、実需と結びついた

競争力の高い農業の展開をめざす。

【畜産業】

但馬牛繁殖雌牛の増頭による但馬牛・神戸ビーフの生産体制の強化、需要に応じた生乳生産の

増産等を進め、安全・高品質な畜産物の生産強化をめざす。

【林業】

人工林の適正な経営管理のもと、県産木材の利用促進を図り、植林・保育・伐採・利用の林業

サイクルが継続する資源循環型林業の構築をめざす。

【水産業】

適正な栄養塩管理等による豊かで美しい海の再生、経営感覚に優れ意欲ある漁業者等の育成に

よる収益性の高い力強い漁業の確立をめざす。

■基本方向２ 県民が安心して暮らせる活力ある地域の創出

地域ぐるみの協働活動や地域資源の活用などによる中山間地域の農村コミュニティの活性化や、

災害に強い安全・安心な農山漁村の暮らしの確保、防災機能・公益的機能など森林の機能向上等に

より、県民が安心して暮らせる活力ある地域の創出をめざす。

■基本方向３ 「農」の恵みによる健康で豊かな暮らしの充実

「楽農生活」の更なる推進や農福連携等多様な分野との連携強化により、ひょうご五国の特徴あ

る多自然地域や農林水産業の維持・活性化、県産農林水産物の安全・安心で安定的な供給体制の強

化により、「農」の恵みによる県民 生活者 の健康で豊かな暮らしの充実をめざす。

はじめに

ビジョンの施策体系
【基本方向】 【推進方策】

スマート農業の展開 スマート畜産業の展開
スマート林業の展開 スマート水産業の展開

ひょうごの畜産を支える多様な担い手の確保
但馬牛の増頭と但馬牛・神戸ビーフ生産拡大
牛乳・乳製品の生産基盤強化
高品質な鶏卵・鶏肉・豚肉の安定生産
高品質な堆肥の生産と広域流通・耕畜連携の推進

県産木材の利用拡大と加工流通体制の強化
森林資源の循環利用と林業経営の効率化

中山間地域における地域活性化の推進
野生動物の管理や被害対策の推進
農村地域の多面的機能発揮の促進
都市農業を核とした地域づくりの推進
バイオマスの活用を通じた地域活性化の推進
内水面における水産資源の維持と地域活性化の推進

ため池災害の未然防止とため池避難対策
山地防災・土砂災害対策の推進
漁港の耐震化と津波・高潮防災対策の推進

御

食

国
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ょ
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【めざす姿】
Ⅰ

基
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産
業
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【推進項目】

１ スマート化による

新しい農林水産業

の実現

２ 多様性と都市近郊

の立地を活かした

力強い農業の展開

３ 需要に応じた高品

質な畜産物の生産

力の強化

４ 木材利用の拡大と

資源循環型林業の

推進

５ 豊かな海と持続的

な水産業の実現

６ 農林水産物のブラ

ンド力強化と生産

者所得の向上

７ 食の安全を支える

生産体制の確保

本県の強みを活かし需要と直結した生産の新展開
次代を担う経営力の高い担い手の育成
農地利用の最適化と効率的な生産基盤の確立
地域の多様な人材が支え合う持続可能な地域協働体制の確立
環境創造型農業（人と環境にやさしい農業）の取組拡大

豊かで美しい海の再生と水産資源の適正管理
漁業の担い手確保と経営力の強化

更なるブランド戦略の展開
フードチェーンづくりと高付加価値化の支援
新たな価値の創出

安全で適正な農薬使用の推進
生産段階における適正な生産工程・衛生管理等の導入拡大
畜産農場における 対応や畜産 の取得の推進
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ため池災害の未然防止とため池避難対策
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漁港の耐震化と津波・高潮防災対策の推進
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はじめに

「ひょうご農林水産ビジョン 」に掲げる の推進項目ごとに の成果指標を設定しており、

施策目標の実現に向けた取組を評価するために、各指標の年度目標に対する達成度を次の基準で評

価します。

〔成果指標の評価基準〕

評価 評 価 基 準
◎ 達成率が 以上 年度目標を達成
○ 達成率が 以上 未満 年度目標をおおむね達成
△ 達成率が 以上 未満 年度目標を下回る
▲ 達成率が 未満 年度目標を大きく下回る
※ 現時点で達成度の評価が困難

また、施策目標に対する総合的な評価を行うため、成果指標の評価結果に基づく施策進捗状況の

判断基準を参考に、天候等の外的要因も加味して、数値評価になじまない内容も含めた施策の総合

的な評価を行います。そのうえで、今後、取り組むべき課題を整理します。

さらに、ビジョンに基づく活動成果として、本県農林水産業の動きを推し測るとともに、めざす

姿への到達度を測るため、農業産出額、畜産業産出額、林業・木材産業産出額、漁業産出額等を総

括的な指標として設定しています。

施策推進状況の評価方法

ひょうご農林水産
ビジョン

の総括的な指標 の推進項目 施策目標 の成果指標

ひょうごみどり白書 ・ビジョンの総括的評価
・施策の取組状況
・施策の総合的な評価
・今後の課題

・成果指標の年度目標に
対する達成度評価
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はじめに

１ 総括的指標

各分野の産業活動を測るため、総括的指標として 項目を設定

区分 指標名 令和元年度 起点 令和 年度 中間目標 令和 年度 目標

農
業

農産物生産量 千

うち野菜生産量 千

うち米・麦・大豆生産量 千

農業産出額 畜産業を除く 億円

法人経営体数 法人

優良農地面積

畜
産
業

但馬牛繁殖雌牛飼養頭数 頭

畜産業産出額 億円

法人経営体数 法人
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業

素材生産量 千㎥
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産
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漁業者１人あたりの漁業産出額 千円

漁場環境改善面積

２ 施策項目ごとの成果指標

各施策における取組とその成果をより的確に評価するため、成果指標として 項目を設定
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集落営農組織化集落数 集落
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うち有機農業取組面積

但馬牛繁殖雌牛頭数 頭

成果指標
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区分 指標名 令和元年度 起点 令和 年度 中間目標 令和 年度 目標

基
本
方
向
１

畜産法人経営体数 法人

畜産業の新規就農者数 人

但馬ビーフ供給頭数 頭

うち神戸ビーフ供給頭数 頭

生乳生産量

県認証食品 鶏卵、鶏肉、豚肉 の生産量

県内製材工場の製品出荷量 千㎥
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漁業の新規就業者数 人

海外市場開拓数 品目毎の累計 国・地域

うち日本酒の海外市場開拓数 国・地域

兵庫県産米の輸出量

神戸ビーフ輸出量

兵庫県認証食品認証数 品目

基
本
方
向
２

野生鳥獣による農林業被害額 百万円

シカ肉のジビエ等利用率

多面的機能支払交付金の取組面積

中山間地域等直接支払交付金の取組面積

ため池整備により安全性が向上した箇所数 箇所

山地災害危険地区の防災工事の着手済箇所数 箇所

主要岸壁の耐震化、津波・高潮防災対策済漁港数 漁港

「新ひょうごの森づくり」整備済面積 千

「災害に強い森づくり」整備済面積 千

森林病害虫被害 松枯れ 面積

基
本
方
向
３

楽農生活交流人口 万人

農福連携取組件数 件

ごはん食普及啓発実践活動参加者数 万人

県産農林水産物を購入している人の割合

直売所の利用者数 万人

はじめに
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漁業者 人あたり漁業産出額 千円
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海外市場開拓数 品目毎の累計 国・地域

うち日本酒の海外市場開拓数 国・地域

兵庫県産米の輸出量

神戸ビーフ輸出量

兵庫県認証食品認証数 品目

基
本
方
向
２

野生鳥獣による農林業被害額 百万円

シカ肉のジビエ等利用率

多面的機能支払交付金の取組面積

中山間地域等直接支払交付金の取組面積

ため池整備により安全性が向上した箇所数 箇所

山地災害危険地区の防災工事の着手済箇所数 箇所

主要岸壁の耐震化、津波・高潮防災対策済漁港数 漁港

「新ひょうごの森づくり」整備済面積 千

「災害に強い森づくり」整備済面積 千

森林病害虫被害 松枯れ 面積

基
本
方
向
３

楽農生活交流人口 万人

農福連携取組件数 件

ごはん食普及啓発実践活動参加者数 万人

県産農林水産物を購入している人の割合

直売所の利用者数 万人

はじめに

ひょうごの農林水産業の概要

１ 多彩なひょうごの農林水産業

兵庫県は、「日本の縮図」ともいわれるように、北は日本海、南は瀬戸内海及び太平洋に続く紀伊水道

に面し、中央部には中国山地が東西に横たわり、高原、平野、島々など広大で変化に富んだ地形と厳寒、

降雪、乾燥、温暖という様々な気候が存在するなど、他府県に類を見ない多様な自然環境を有していま

す。さらに、歴史的に形成されてきた特色ある固有の風土、文化を有する摂津（神戸・阪神）、播磨、但

馬、丹波、淡路といった５つの地域で構成されており、多様な自然環境のもと、それぞれの地域の気候・

風土に根ざした多彩な農林水産業が営まれています。

生産量で全国順位の上位を占める農林水産物が多く、主なものとして、農産物では、山田錦（酒米）

（ 位）、丹波黒（黒大豆）（ 位）、たまねぎ、いちじく、カーネーション、また、水産物では、シラス

（ 位）、イカナゴ（ 位）、ノリ養殖（１位）、ホタルイカ（ 位）、マダイ（ 位）、ズワイガニ、ハタハ

タ、エビ類、スズキ類などがあります。

また、神戸ビーフ、明石鯛などは、全国的にも有名なブランドとして知られています。

地域的には淡路地域など農林水産業の盛んな地域を有する一方、人口の多い神戸・阪神地域を有する

消費県でもあります。このため、食料自給率（令和５年度）は、カロリーベースでは ％（全国 ％）、

生産額ベースでは ％（全国 ％）と全国よりも低い水準となっています。

〔全国上位を占める主な農林水産物〕
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 生産量で全国順位の上位を占める農林水産物が多く、主なものとして、農産物では、山田錦（酒米）

（1位）、丹波黒（黒大豆）（1位）、たまねぎ、いちじく、カーネーション、また、水産物では、シラス

（1位）、イカナゴ（1位）、ノリ養殖（１位）、ホタルイカ（1位）、マダイ（1位）、ズワイガニ、ハタハ

タ、エビ類、スズキ類などがあります。 

 また、神戸ビーフ、明石鯛などは、全国的にも有名なブランドとして知られています。 

 地域的には淡路地域など農林水産業の盛んな地域を有する一方、人口の多い神戸・阪神地域を有する
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消費県でもあります。このため、食料自給率（令和５年度）は、カロリーベースでは ％（全国 ％）、
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はじめに

全国２位

全国４位

エビ

全国２位

エビの絵

を追加

もち麦の

絵を追加

チューリップ

の絵を追加

全国７位

全国６位

白菜

全国７位

９

７

３

３

８

ヒノキ

スギ

スギ

輪

   

 

はじめに 

 

  

ハモを大阪湾の

真ん中へ 

全国４位 

全国３位 

全国１位 

全国８位 

全国３位 

全国９位 

全国７位 

全国６位 

はじめに

２ 農林水産業の概要

●農業の現状

本県の農業産出額は 億円（全国 位）で、

近畿地方（６府県）の ％を占めており、京阪神都

市圏の食料生産基地として重要な地位にあります。

農業産出額の構成比を見ると、米（ ％）、野菜

（ ％）、畜産（ ％）で全体の約 ％を占めてお

り、全国と比べると米の比率が高くなっています。

基幹的農業従事者の平均年齢は 歳と全国

歳 よりも高く、高齢化が進行しています。

耕地面積は、 （全国 位）です。そのう

ち水田面積は （全国 位）で、耕地全体

に占める割合は全国（ ％）と比べると極めて高く、

％となっています。

一経営体当たりの経営耕地面積は で、全国

（ ）の半分以下であり、小規模な経営が大半を

占めています。

また、降水量の少ない瀬戸内地域や淡路地域を中

心に、ため池が数多く築造されており、農業用水の

約半分はため池に依存しています。

●畜産業の現状

本県の畜産業の産出額は 億円（全国 位）

で、近畿地方（６府県）の ％を占めています。家

畜別では、肉用牛が 億円、乳用牛が 億円、

豚が 億円、鶏が 億円となっています。

家畜の飼育状況は、肉用牛が 頭（全国

位）、乳用牛が 頭（全国 位）、豚 頭

（全国 位）、採卵鶏が 万羽（全国 位）、肉

用鶏が 万羽（全国 位）となっています。

肉用牛は県内全域で飼育されていますが、そのう

ち繁殖雌牛は ％が淡路地域で、 ％が但馬地域で

飼育されています。乳用牛は ％が播磨地域、 ％

が淡路地域で飼育されており、採卵鶏は ％が播磨

地域で、肉用鶏は ％が但馬地域で飼育されていま

す。
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エビ

全国２位

エビの絵

を追加

もち麦の

絵を追加

チューリップ

の絵を追加

全国７位

全国６位

白菜

全国７位

はじめに

２ 農林水産業の概要

●農業の現状

本県の農業産出額は 億円（全国 位）で、

近畿地方（６府県）の ％を占めており、京阪神都

市圏の食料生産基地として重要な地位にあります。

農業産出額の構成比を見ると、米（ ％）、野菜

（ ％）、畜産（ ％）で全体の約 ％を占めてお

り、全国と比べると米の比率が高くなっています。

基幹的農業従事者の平均年齢は 歳と全国

歳 よりも高く、高齢化が進行しています。

耕地面積は、 （全国 位）です。そのう

ち水田面積は （全国 位）で、耕地全体

に占める割合は全国（ ％）と比べると極めて高く、

％となっています。

一経営体当たりの経営耕地面積は で、全国

（ ）の半分以下であり、小規模な経営が大半を

占めています。

また、降水量の少ない瀬戸内地域や淡路地域を中

心に、ため池が数多く築造されており、農業用水の

約半分はため池に依存しています。

●畜産業の現状

本県の畜産業の産出額は 億円（全国 位）

で、近畿地方（６府県）の ％を占めています。家

畜別では、肉用牛が 億円、乳用牛が 億円、

豚が 億円、鶏が 億円となっています。

家畜の飼育状況は、肉用牛が 頭（全国

位）、乳用牛が 頭（全国 位）、豚 頭

（全国 位）、採卵鶏が 万羽（全国 位）、肉

用鶏が 万羽（全国 位）となっています。

肉用牛は県内全域で飼育されていますが、そのう

ち繁殖雌牛は ％が淡路地域で、 ％が但馬地域で

飼育されています。乳用牛は ％が播磨地域、 ％

が淡路地域で飼育されており、採卵鶏は ％が播磨

地域で、肉用鶏は ％が但馬地域で飼育されていま

す。

 

はじめに 

 

２ 農林水産業の概要 
 
●農業の現状 

本県の農業産出額は1,677億円（全国21位）で、

近畿地方（６府県）の34％を占めており、京阪神都

市圏の食料生産基地として重要な地位にあります。 

 農業産出額の構成比を見ると、米（26％）、野菜

（23％）、畜産（43％）で全体の約 92％を占めてお

り、全国と比べると米の比率が高くなっています。 

 基幹的農業従事者の平均年齢は 70.6 歳と全国

(67.8歳)よりも高く、高齢化が進行しています。 

 耕地面積は、70,500ha（全国18位）です。そのう

ち水田面積は 64,500ha（全国 12 位）で、耕地全体

に占める割合は全国（54％）と比べると極めて高く、

91％となっています。 

 一経営体当たりの経営耕地面積は1.2haで、全国

（3.1ha）の半分以下であり、小規模な経営が大半を

占めています。 

 また、降水量の少ない瀬戸内地域や淡路地域を中

心に、ため池が数多く築造されており、農業用水の

約半分はため池に依存しています。 

 

 

 

●畜産業の現状 

 本県の畜産業の産出額は 728 億円（全国 14 位）

で、近畿地方（６府県）の64％を占めています。家

畜別では、肉用牛が186億円、乳用牛が110億円、

豚が20億円、鶏が411億円となっています。 

 家畜の飼育状況は、肉用牛が 57,200 頭（全国 10

位）、乳用牛が11,600 頭（全国14位）、豚20,000 頭

（全国37位）、採卵鶏が565万羽（全国12位）、肉

用鶏が241万羽（全国12位）となっています。 

肉用牛は県内全域で飼育されていますが、そのう

ち繁殖雌牛は45％が淡路地域で、25％が但馬地域で

飼育されています。乳用牛は38％が播磨地域、33％

が淡路地域で飼育されており、採卵鶏は87％が播磨

地域で、肉用鶏は70％が但馬地域で飼育されていま

す。 
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はじめに

●林業の現状

本県の森林面積は 全国 位 で、県

土に占める森林の割合は全国とほぼ同じ ％です

が、そのうち、個人や集落が所有している民有林は

で、その割合は ％と全国と比べて極め

て高い状況です。

また、民有林の ％（ ）をスギ、ヒ

ノキ等の人工林が占めており、そのうち、伐採し

て利用が可能とされる 年生（ 齢級）以上の

森林が ％を占めています。

県内林業就業者の総数は、平成 年 人

から令和６年 人と半減するものの、 歳未満

の労働者数は維持しており、年齢構成が若返って

きています。

林業産出額は 億円で、このうち木材生産

は 億円（ ％）であり、針葉樹の産出額が ％

を占めています。また、栽培きのこ類は 億（ ％）

で、このうち、生しいたけが ％を占めています。

●水産業の現状

本県の漁業産出額は 億円で、全国８位 シェ

ア４％ に位置するとともに、近畿地方（６府県）

の ％を占めています。

日本海では、冬季風浪が厳しく、浅海域が少ない

ことから、大型船による沖合漁業が中心で、ズワイ

ガニ、エビ類、ベニズワイガニ、ホタルイカ、カレ

イ類、ハタハタなどが漁獲されています。

瀬戸内海では、比較的水深が浅く、波浪が穏やか

なことから、 ｔ未満の小型船による沿岸漁業が中

心となり、シラス、マダイ、タコ、イカナゴなどが

漁獲されています。また、ノリやカキ等の養殖業も

盛んで、特にノリ養殖の生産額は 億円と瀬戸内

海の漁業産出額の ％を占めています。

シラス、イカナゴ、ホタルイカ、マダイ、ノリ養

殖が全国１位、エビ類、ズワイガニ、スズキ類が同

２位など、生産量が全国順位の上位を占める水産物

も多く、重要な地域資源として各地域の活性化に寄

与しています。

   

 

はじめに 

 

●林業の現状 

 本県の森林面積は560,037ha(全国 14位)で、県土

に占める森林の割合は全国とほぼ同じ67％ですが、

そのうち、個人や集落が所有している民有林は

529,765ha で、その割合は95％と全国と比べて極め

て高い状況です。 

 また、民有林の42％（221,738ha）をスギ、ヒ

ノキ等の人工林が占めており、そのうち、伐採し

て利用が可能とされる46年生（10齢級）以上の

森林が75％を占めています。 

 県内林業就業者の総数は、平成 12 年 1,485 人

から令和６年 740 人と半減するものの、60 歳未

満の労働者数は維持しており、年齢構成が若返っ

てきています。 

 林業産出額は 40.7 億円で、このうち木材生産

は30.6億円（76％）であり、針葉樹の産出額が97％

を占めています。また、栽培きのこ類は 7.6 億

（18％）で、このうち、生しいたけが 92％を占め

ています。 

 

 

 

●水産業の現状 

 本県の漁業産出額は609億円で、全国８位(シェ

ア４％)に位置するとともに、近畿地方（６府県）

の70％を占めています。 

 日本海では、冬季風浪が厳しく、浅海域が少ない

ことから、大型船による沖合漁業が中心で、ズワイ

ガニ、エビ類、ベニズワイガニ、ホタルイカ、カレ

イ類、ハタハタなどが漁獲されています。 

 瀬戸内海では、比較的水深が浅く、波浪が穏やか

なことから、10ｔ未満の小型船による沿岸漁業が中

心となり、シラス、マダイ、タコ、イカナゴなどが

漁獲されています。また、ノリやカキ等の養殖業も

盛んで、特にノリ養殖の生産額は236億円と瀬戸内

海の漁業産出額の46％を占めています。 

 シラス、イカナゴ、ホタルイカ、マダイ、ノリ養

殖が全国１位、エビ類、ズワイガニ、スズキ類が同

２位など、生産量が全国順位の上位を占める水産物

も多く、重要な地域資源として各地域の活性化に寄

与しています。 
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